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トガース大卒業。改革派教会のメンバーのための高等教育を授けることで高い評判 学校であった。リンカーン大統領の任命によってタウンゼント・ハリ の後任に１８６１～６５年ま 駐日米国公使をつとめた人物であった。そうする が神、教会、自国、そして日本への義務 といって外国伝道主事のフェリス博士とともにグリフィスの日本行きをもっとも励ました一人であった。後日談になるが、グリフィスの日本行きには多額の借金が要り、同年８月の手紙で、フェリスとプライン合わせて９２５ドル 借金を返すことができたと喜んで姉に書く。　「タルグム」創刊のほかにもう一つ２人を結ぶ絆があった。グリフィスが“
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 the heavens throbbin 
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eight of glory and the river of heaven 
coursing in starry light &
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Shooting stars Yobaiboshi-creeping stars.
　




































た（口にしてはならない約束事）と聞かされると、両親 別れを告げて白竜になって飛び去る。竜は の目の前に大きく逞しくなって現われると銀の城 如き入道雲のなかに消えた。　
竜の妖精は竜宮を住処とするが、この話の
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てヘボンの『和英語林集成』を読むことから始まり、続行し、東京で特に 橋是清や中村正直に習ったのでおとぎ話の日本語は読めただろう。しかも話を取材した。最初 出会った日本人留学生 ら聞いた日本の民話や炉辺話、日本人の驚くほど豊かな発明心、美術に見るいろんな空想、話になる前からあるオリジナルなものなどを通して彼の集めた昔話は町の巷に端を発していた。それに比べてミットフォードの昔話は書斎のそれであった。おまけにグリフィス自身の習作６編が混じっている。　
The Tongue-cut Sparrow
「舌きり雀」ミット






むごい話にひどく悲しんだ爺さんはスズメを探して再会を喜びスズメの宿で御馳走になった。土産のつづらは軽いがいっぱいの宝。欲張り婆さんの重いつづらは小鬼や化け物がいて婆さんを苦しめた。養子を取って家は栄えた。 めでたし」 。 グリフィス版も話は同じ 、より論理的、より面白く読ませるために創意工夫されてある。話の始めに婆さんの意地の悪さを説明し 終わりに は死んで、養子をとり、幸せな爺さんになる こ 話は善悪の違いの教訓的譬えであるが、グリフィスは「雀 宿」を超自然 妖精の世界に変えて、実は、日本人の家と家族の奥ゆかしい暮らしぶりを知らせる意図があると考 る。　（四）グリフィスは若い時から、詩作、読書を好んだ。福井にいた時、宿泊の旅にディケンズの『骨董屋』を読み 福井日記を見てもシェイクスピア、英国詩人テニソンを諳んじていた。理科の学生であったが、作文、随筆、演説が巧みでよく受賞している。日本文学にも関心を持っ に違いない。級友プラインが話していた内容、形式ともに伝統的で面白く
手軽に手に入る
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月
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福井市役所の「グリフィス博 は博士涯のほとんどを簡潔にかつ正確に書いている。わたくしご になって恐縮だが、私はようやくグリフィスの一生を著書中心に辿って来たが、昭和２年において誰かあのような記述に及ぶだろうか。一体、誰の筆になるものだろうか。少なくとも博士と同時代を生きた人にかぎってなされるものではな か。　
そこで市役所のＭＥ１と中学のＭＥ２の比
較を試みよう。ＭＥ２では訳者の福中教師斎藤静のいう「グリフィス博士の見たる維新





































































































モによってもあきらかである。彼は明治の始めから昭和の始めまで世界の中で日本が近代国家として急速に成長する過程を見て、 聞き、話し、かつ書いた。しかし 本が国際連盟を１９３３年脱退して孤立状態になりつつとき、日本各地で講演し、特に日本の学生に平和の意味を訴えた。三冊目の日本お伽噺はそのころ 作品であっ 彼は立ち寄ったのでなく訪ねてきた。白山 晴れた日は福井のどこからも青く、白く輝いて見える山、にあいさつをしたく思った。通訳と て片時も離れず日本語 知らないグリフィスの役に立った銘刀のごとき切れ味もするどい岩淵竜太郎がい 。そして今、 『仏教問答』の日本語訳『歎異鈔』の英語訳の著書のあるトスイが通訳を買って出ている。ここにきて結論をだそう。ミニ伝「グリフィス博士」の作者はかのダイヤの如き美少年トスイ、今立吐酔、吐酔大人であると。
『??????』（?????????）
